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● 概 要 ： 社会全体の課題である「ひきこもり」についての理解を深め、地域の中でひきこ 

もりに悩む本人や家族を支え、理解者となっていただけるように「ひきこもりサポ

ーター養成講座」を実施します。 

ひきこもりについて学べる機会となっていますので、ひきこもり支援に関心のあ

る方やひきこもりについて知りたい方など、多くの方のご参加をお待ちしています。 

詳細は別添のチラシや主催（委託先）の鳥羽市社会福祉協議会へご確認ください。 
 

● 日 時 ： 令和 7年 7月 4日（金）10:00～15:00 

１部 10：00～12：00 ２部 12：50～15：00 

※ひきこもりサポーターに登録することを検討されている方は、 

１部と２部の両方に参加いただく必要があります。 
 

● 場 所 ： 保健福祉センターひだまり ２階 ひだまりホール（鳥羽市大明東町 2-5） 
 

● 参加費 ： 無料 
 

● 講 師 ： 山本 洋見 氏（NPO法人 てくてく） 

※三重県庁からも取組をご紹介いただく予定です。 

 
 

● その他 ： 申込・お問合せについては主催(委託先)の鳥羽市社会福祉協議会へお願いいたします。 

【問い合わせ先】鳥羽市社会福祉協議会 参加支援・ひきこもりサポート事業担当 

TEL：0599-25-1188    MAIL：sanpomichi@toba-shakyo.or.jp 

 

【申込フォーム】 

令和７年６月 17日（火） 

【照会先】 

鳥羽市健康福祉課 生活支援係 

担当：片岡・野村 

℡ 0599-25-1181（内線 620） 

ひきこもりサポーター養成講座を開催します！ 
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「ひきこもり」という言葉・・・みなさんはどのようなイ
メージがありますか？身近に感じる方もいれば、少し遠い
世界のように感じる方もいるかもしれません。私たちのす
ぐそばに、静かに悩みを抱えている人がいたらどうしたら
いいのでしょうか。
特別な資格や経験がなくても、人と人との繋がりを大切に
したいという気持ちがあれば、ひきこもりサポーターとし
ての一歩を踏み出すことができます。
この講座がみなさんやそのまた誰かの、あたたかい繋がり
のはじまりになりますように。ひきこもり未来創造リレーション 代表

NPO法人てくてく 理事長
山本 洋見 氏

講師プロフィール

１部 10：00～12：00
12：50～15：00

※1部または2部のどちらかのみに参加をするこ
ともできますが、ひきこもりサポーターに登録
することを検討されている方は終日参加してい
ただく必要があります。

7月4日（金）

２部

鳥羽市保健福祉センター
ひだまり2階 ひだまりホール

参加支援・ひきこもりサポート事業 さんぽみち 担当：竹村・向中野

2005 年のぞみの会設立。 ひきこ
もり家族会をはじめる。 2011 年
ＮＰＯ法人てくてくを設立。以来
、ひきこもり・ニートの家族
会、居場所を運
営 。カウンセラ
ーとして相談、
アウトリーチを
している。



１部
◆紹介 鳥羽市の取り組み紹介
◆講義 『実態調査から見えたひきこもりの現状について』

三重県子ども・福祉部 地域共生社会推進監 小松 卓史 氏
◆講義 『ひきこもりの理解と対応について』

三重県こころの健康センター技術指導課 柳世 大輔 氏
２部
◆講義 『ひきこもりサポーターに家族が求めること』

NPO法人てくてく理事長 山本 洋見 氏
◆グループワーク

「 もし大切な人がひきこもりを選んだらあなたはどう向き合いますか？」

◆紹介 さんぽみちとひきこもりサポーターの取り組み紹介
ひきこもりサポーター登録ガイダンス

講演プログラム

参加申込書

参加方法TEL住所所属氏名

１部のみ・2部のみ・全日

１部のみ・2部のみ・全日

１部のみ・2部のみ・全日

右のQRコードの申込フォームまたは電話・FAX・メール
のいずれかでお申込みをお願いします。
お申し込みは6/27（金）までにお知らせください。

電話：0599-25-1188 FAX：0599-25-1117
E-mail：sanpomichi@toba-shakyo.or.jp 


